
 

 

救急業務に携わる外来看護師が大田消防署を見学、救急車同

乗実習をおこないました。 

この実習は、施設見学、救急車同乗実習を通して救急体制を理

解し、救急現場での看護師の役割を学ぶという目的で、毎年行

われています。 

 

大田市立病院広報紙 

銀の風 
 

 

 

 

 

 

     

 

 

    

 

  

    

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            

 

 

 

 

 

大 田 市 立 病 院 大田市立病院の様々な情報をホームページに掲載しています。 http://www.ohda-hp.ohda.shimane.jp 

大田市立病院 〒694-0063 大田市大田町吉永 1428 番地 3 

１）大田二次医療圏の中核病院として、５疾病５事業を中心とした急性期医療を提供します。 
２）病病・病診連携により、圏域に必要な医療提供に努めます。 
３）地域で必要度の高い疾病に対し、保健・福祉と連携した予防から介護までの一体的医療 

サービスを提供します。 
４）訪問看護等を通して在宅医療や地域医療の向上に寄与します。 
５）医療水準の向上と安全な医療環境整備に努めます。 
６）職員相互の協調によるチーム医療の実践と、よき医療人としての人材育成に努めます。 

和 

誠意 

奉 

実習当日は実際の救急要請はありませんでしたが、火災の

発生があり署内に流れる一斉放送に緊張が走りました。普段

は救急車を受け入れる側ですが、実際の救急要請から出動、

病院到着までの流れを理解することは、重症患者さんの円滑

な受入れのために、また病院と救急がより良い連携をとって

いくために必要な事であると感じました。 

実習終了後には、それぞれの学びと救急看護に携わる自己

の役割と課題を見出すことが出来ました。 

 

● 大田市消防署施設見学・同乗実習 
● 看護研究発表 
● 部署紹介・新病院建設室 
● 緩和ケア院内研修会 
● 今日の offshot 
● 小学生病院見学 
● 外来担当医一覧表 
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（通信室） 

銀の風 

（救急車の中を見学） 

（ 外来看護師  三谷・白根・松尾・渡邊 ） 

（防火服の説明） 



大田市立病院看護部では、 

１）常に問題意識を持ち創造性・倫理的思考能力・研究的態度を養う 

２）日々行っている看護を分析し科学的根拠を明らかにする。 

３）研究の成果を日々の看護に活かし質的向上を図る 

ことを目的に看護研究に取り組んでいます。 

平成 28 年 1 月 23 日（土）院内看護研究発表会が開催されました。とても冷え込みの強い日でしたが、

６９名の参加があり、今年は 9 演題について発表が行われました。 

日々の看護の中からテーマを見つけ研究に取り組み、実践に活かされる成果として各所属でまとめられ

1 年間の集大成として発表されました。スライドもわかりやすく作成され、質疑応答も活発に行われ活気

あふれる発表会となりました。参加者からは「日々のケアにつなげたい」「とても勉強になった」などの声

が寄せられました。 

島根大学医学部看護学科 森山美香先生には１年間ご指導頂き「独自の内容でとても面白く臨床の場で

のＱＯＬ（クオリティオブライフ=生活の質）を上げようとしているのがよくわかりました。お互いに評価

しあうことが大切です。今後も継続して研究を行ってほしいと思います。」と講評していただきました。今

後も研究を通じてよりよい看護の提供に努めていきたいと思います。 

 

 

   

     

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

（看護部 教育委員会 今田 眞美） 

（平成２８年２月撮影） 

新病院建設室は、病院事業プロジェクト推進室（平成２４年４月設置）から業務を引き

継ぎ、平成２５年４月に設置されました。当初は事務職２名体制でスタートしましたが、

２７年度から技師２名が加わり、４名体制で業務を行って 

います。 

新病院建設事業では、昨年度病床数の見直しを行い、 

基本構想時と比べ５５床減少して２２９床としました。 

現在は、この病床数見直しに伴い設計変更を行っています。 

病院本体の建築工事は平成２９年度から施工する予定です。 

 新病院が利用者の皆様にとって使いやすく温かみのある 

病院になるよう進めていきます。 

           （新病院建設室  山本幸夫）           

  ～部署紹介～   

 



 

  

1 月 8 日、当院にて体験型セミナーを実施致しました。「タクティールケア」とは手で触れることによ

って皮膚と皮膚を通じて行われるコミュニケーションに重点を置いたケアのことです。痛みを緩和すると

ともに相手への信頼関係を構築し、そこから安心感を生み出すことのできる緩和ケアの補完的な手法で

す。がん患者さんのみならず認知症患者さんにも効果があると言われています。 

今回の緩和ケア院内研修会には院外から 15 名参加され、「有意義だった」、「心が和んだ」「気持ち良く

て眠くなった」「体験型のセミナーをもっと増やして欲しい」などの感想があり、好評を頂きました。 

 

(緩和ケアチーム 3 階病棟看護師 増本和子) 

講師：株式会社日本スウェーデン福祉研究所 

上坂 勝芳 先生 

タクティールケアを体験しました！ 

（皮膚科医長 松木真吾 ） 

夜、病院から遠くないところで、空いた

時間に一人でできる趣味として釣りにはま

って久しいです。 

写真は島根に来てからの最大の魚で、

60cm ぐらいのヒラメです。神戸川河口で

何気なく釣れました。船なら普通サイズで

すが岸からこのサイズなので驚きました。 



 

 

 診療科 月 火 水 木 金 

一 

般 

外 

来 

内科 ● ● ● ● ● 

神経内科 ●  ●   

消化器科 ● ●  ●  

循環器科  ●  ●  ● 

メンタルヘルス科    ○  

小児科 ● ● ● ● ● 

外科 ●  ●  ● 

呼吸器外科     ● 

心臓血管外科   ●   

整形外科 ●  ●  ● 

脳神経外科   ● ● ● 

皮膚科 ● ● ●  ● 

泌尿器科 ● ● ● ● ● 

産婦人科 ● ● ● ● ● 

放射線科  ●  ●  

ペインクリニック ●  ● ● ● 

眼科 ●    ● 

耳鼻咽喉科 ● ●  ●  

総合診療科  ●    

専 

門 

外 

来 

リウマチ外来  ○  ○  

腎臓内科   ● 
 

   

ペースメーカー外来     ○ 

小児神経外科    ○  

小児心臓外来  ○    

乳児健診  ○    

小児予防接種     ○ 

腫瘍外来   ○   

緩和ケア    ●  

女性泌尿器科外来    ●  

乳がん検診    ○  

血液・腫瘍内科   ○ ○  

平成 28 年 4 月 1 日現在 （●初めての受診が可能 ○予約の方のみ） 

 

大田市内の小学校５校、２１６人の児童が大田市立病院の見学に来ました。 

病院見学では、救急外来・薬剤科・画像診断科・リハビリテーション技術科・手術室を見てまわ

ります。見学中、児童たちは熱心に担当者の話を聞いてメモを取っていました。児童たちの一番

人気は手術室です。普段はなかなか入ることができませんが、手術台に横になったり、心拍数を

計ったりなどの体験に目を輝かせていました。 

 この見学をとおして新たに、医療従事者になりたいと希望をもつ児童もいました。 

編 集 後 記 

(隔週) 

少し前に「アンガ－マネジメント」 

の研修を受講しました。自分の怒り

の感情をコントロールすることな

のですが「どんな怒りもイラッとし

てからの最初の６秒がピーク」で、

最初の６秒さえしのげば、後は緩や

かに下がっていくらしいです。方法

としては数字を数える、深呼吸を繰

り返す、特定の短いフレーズを決め

ておいて自分に言い聞かせたりす

るなどが良いようです。家庭でも、

職場でも「あんなことを言わなけれ

ばよかった」と後悔することがあり

ませんか。その一言をいう前に「６

秒間」落ち着いて自分の怒りの反応

を遅らせる方法をためしてみては

どうでしょうか。 

          （Ｔ・Ｍ） 

（薬剤科） 

【受付時間】 8：30～11：00（予約の方はこれ以外の時間になることがあります） 

※1 予約券をお持ちの方は 8：30～15：30 初診の受付を制限する場合があります 

※2 13：15～15：00 （隔週で午後の診察もあります） 

※3 初めて受診される方は 8：30～10：30 

※4 診療は第 1・3 週のみとなります 

※5 火曜日 10：００～13：00  木曜日 9：30～15：00 

※6 第１・.３・５週 ８：３０～12：00 予約外の受付は 11：00 まで 

※7 第 4 木曜日 

※8 火曜日 9：00～12：00 

※１ ※１ ※１ 

※２ 

 

※３ 

発 行 

大田市立病院 広報委員会 
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※４ 

※5 ※5 

（手術室） 

※３ 

(隔週) 

(隔週) 

※6 

※7 

※8 


